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３．経営成績及び財政状態

（１）経営成績
　　　①当中間期の業績
当中間期の世界経済は昨年末から改善傾向を示す米国経済を軸に欧州、アジアとも外需主導の
景気回復に向かいやや明るさを見せてまいりました。一方わが国経済は０２年４－６月期の実質
ＧＤＰが５四半期ぶりにプラス成長となったものの個人消費や設備投資に勢いはなく、先行きに
不安を残す結果となりました。
自動車業界におきましては、国内販売は新型車の投入により小型乗用車や軽乗用車が前年同期
を上回ったものの普通乗用車などが減少したため、全体では２７８万台と２年連続で前年同期を
下回りました。一方、輸出は北米、欧州、アジアなど景気回復が進む地域が好調であったため、
２年ぶりに前年同期を上回りました。この結果、国内自動車生産台数も２年ぶりに前年同期を上
回りました。

 このような環境の中で、当社はキーに電子認証ＩＤを組み込んだ自動車盗難防止装置「イモビ
ライザー」の世界的な需要拡大に対応するため、北米、アジアでの生産拠点の拡充に向けた諸準
備を進めております。また、北米でのセイフティ製品拡販に向けたシステム化提案を強化するた
め、豊田合成㈱と共同でエアバッグなどの試験評価施設を米国に建設することとしました。２０
０３年７月完成の予定であります。

　　　　当中間期の業績につきましては、
　　　　　連結売上高　　 １１８,４０２百万円　　前年同期比１０,７５３百万円増（１０.０％増）
　　　　　連結営業利益　　　 ３,６５６百万円　　前年同期比　   ６８３百万円減（１５.８％減）
　　　　　連結経常利益　　　 ３,４９２百万円　　前年同期比　１,０６６百万円減（２３.４％減）
　　　　　連結中間純利益　　 ４,２９５百万円　　前年同期比　１,７６８百万円増（７０.０％増）
となりました。

　　　　中間配当金につきましては、１株につき６円とさせていただきます。

　　　②通期の見通し
今後の世界経済は堅調な消費に支えられてきた米国経済が株価動向、中東情勢によっては景気
後退局面に入ることも予想されるなど不透明感が払拭されない中で、今後の動きに注意していく
必要があると思われます。わが国経済も輸出は堅調に推移しているものの、雇用環境は依然とし
て厳しく消費も伸び悩んでいることから、低迷を続けるものと思われます。
自動車業界におきましても、国内販売はコンパクトカーが比較的堅調なものの、その他の車種
は伸び悩み、前期を上回るのは厳しいと思われます。輸出は北米、欧州、アジアとも好調を維持
し国内販売の不振を補うものと期待されますが、現地生産の拡大に加え、為替動向や世界情勢に
左右されやすい側面もあり、控えめな見方が必要と考えております。以上のことから国内自動車
生産は前期並にとどまるものと思われます。
このような経営環境のもと、当社は「グローバル事業を始めとする成長戦略を展開」する一方、
お客様の信頼確保と強固な経営基盤の確立のために「品質と原価の造り込み」を最重点課題とし
て掲げ、仕入先も含めた徹底的な品質改善、コスト競争力世界Ｎｏ．１の早期実現、他社の追随
を許さない新製品、新技術の開発、商品化、グローバル経営戦略の展開と積極的な拡販、安全、
環境重視の事業運営、高い生産性の実現に向けた構造改革の推進に邁進し、社業の一層の発展に
取り組んでまいる所存であります。
通期の業績につきましては、連結売上高２３７,０００百万円、連結経常利益９,５００百万円、
連結当期純利益７,７００百万円となる見込みであります。
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（２）財政状態
　　　　当中間期における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、１９,１０９
百万円となり前期末より４,２３８百万円減少いたしました。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動の結果得られた資金は８,０８３百万円となりました。これは主に税金等調整前中間純
利益７,９１４百万円、減価償却費４,７２１百万円等による増加と、厚生年金基金の代行部分返
上による利益３,９８６百万円、法人税等の支払額２,３６９百万円等による減少の結果でありま
す。
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
投資活動の結果使用した資金は１１,３３３百万円となりました。これは主に有形固定資産の取
得による支出８,０７４百万円、投資有価証券の取得による支出５,２５９百万円等によるもので
あります。
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
財務活動の結果使用した資金は８３１百万円となりました。これは主に配当金の支払額４６３
百万円、自己株式の取得による支出４２０百万円等によるものであります。


